
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　厨房内の洗浄槽（シンク）と 油脂専用の洗浄槽 グリ
ーストラップ（阻集器） 温度管
理された油脂分離槽と 脂分離槽内上方に溜 る油脂分を吸着作用により除去する手段
とを有する油脂分除去装置

ようにしたことを特徴とする油脂
分除去システム。
【請求項２】
　油脂専用の洗浄槽には液状の残飯（ラーメンのスープ、たれ等）の他食器調理器具の汚
れを落した排水を流し、グリーストラップに連結された厨房内洗浄槽には、上記油脂専用
の洗浄槽で洗った後の食器調理器具の浸けおき水等の油脂分を比較的含まない排水を流す
ようにすると共に、上記油脂専用の洗浄槽内の排水は、油脂分除去装置及びグリーストラ
ップを経由して下水道に流すようにしたことを特徴とする特許請求の範囲第１項記載の油
脂分除去システム。
【請求項３】
　分離槽の水温を制御する温度制御手段と、駆動されるベルトで分離槽上面に溜まる油脂
分を汲み揚げるオイルスキマーと、厨房内の洗浄槽とは別の

油脂専用の洗浄槽と、駆動ベル 介して、汲み
揚げるオイルスキマーで捕獲した油脂を溜めるオイルタン より成る油脂 去装置。
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【請求項４】
　分離槽内に温度管理された第２の分離槽を作ると共に、この第２の分離槽上面に溜まる
油脂分をモータ より駆動されるベルトで油脂分を汲み揚げるオイルスキマーを設け、
且つ分離槽の排水口近くには、二重管を利用して油脂を分離する補助分離器を設け、更に
該分離槽上部に厨房の洗浄槽（シンク）とは別の油脂専用洗浄槽を設け、この油脂専用の
洗浄槽からの排水を第２分離槽下部に導くようにしたことを特徴とする油脂分除去装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は動植物油を調理に多く使用する店、例えば中華料理店或いはラーメン店より出る
残飯に混ざって厨房の洗浄槽に流れてしまう油脂分をグリーストラップ（阻集器）に入れ
る前で除去し、グリーストラップ（阻集器）が汚れるのを防止するようにした発明に関す
るものである。
【０００２】
【従来の技術】
動植物油を調理に多く使用する店、例えば中華料理店或いはラーメン店の排水経路には残
飯に混じって出る油脂分を下水道に流さない為のグリーストラップが設けられている。　
これを図７を用いて説明すると、
３０は厨房内に設置された洗浄槽（シンク）を示す、３１はグリーストラップ、このグリ
ーストラップ３１は先の洗浄槽３０と配管３２で接続されている。
又、このグリーストラップ３１は厨房外（建屋外）の土中に埋没されている他蓋３３を有
している、３４はグリーストラップ３１内の水を下水道或いは浄化槽（図示せず）等に流
す為の配管である。この配管３４は図からも明らかな如く、グリーストラップ３１の底部
に接続されている。尚、先の配管３２はグリーストラップ３１の上部に接続されている。
かかるグリーストラップ３１を有する中華料理店或いはラーメン店の洗浄槽（シンク）３
０に投入される油脂分には図にも示す如く、液状残飯、スープ、或いは食器洗浄用洗剤等
がある。
これらの油脂分等の排水は全てグリーストラップを経由するのでグリーストラップ３１内
で油脂分と水とに分離され、水だけが下水道に排水されるものであるが長年使用したり、
水を多量に流したり、洗剤を多量に使ったりすると、既存のグリーストラップ３１のみの
油脂除去装置であった場合、次のような問題が起り易い。
例えば、配管３２、配管３４の内壁に油脂分が付着し、ついには油により目詰まりを起し
易い、グリーストラップでの油脂分の分離がうまく行かず、下水道側に混じって油脂分を
流してしまい、河川等を汚染する。或いは、グリーストラップ上部に溜った油脂分を蓋を
開けて定期的に人力をもって取り除いてやらないと臭いが外に出て周囲環境を悪化させる
。
更には、定期的に油脂分を除去しようとしても多量の水も採ってしまう為に採取した油脂
分の処置に困ってしまう等の問題があった。
これらの問題の内、グリーストラップ上部に溜まった油脂分を蓋を開けて、定期的に人力
をもって取り除く作業を自動化する提案もある。
以下、この提案を図８を用いて説明すると、
３５は厨房内に設置された洗浄槽（シンク）この洗浄槽３５には、図７で説明した液状残
飯、スープを含む水等が流される。
３６はグリーストラップ（阻集器）このグリーストラップ３６は分離槽３７を有している
。又、このグリーストラップ３６は厨房外の土中に図に示す如く埋設されている。而して
、洗浄槽３５に水（洗浄用）と共に流される油脂は導管３８を経由してグリーストラップ
３６の入口３９より分離槽３７内に入る。入った水を含む油脂は先ずフィルター４０で固
体と液体に区分けされる。
その後分離槽３７内にて、水と油脂分とに分離され、油脂分は分離槽３７の上方に溜り、
水はその下方に溜っている、下方に溜っている水は排水口４１より下水道に排水される。
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この時、提案されたグリーストラップ３６は分離槽の上方に浮上する油脂分をポンプ４２
を使って人力に代わって汲み揚げるものである。ポンプ４２によって汲み上げられた油脂
分は油脂回収部４３に集められるようにしたものである。
尚、上記した図７、図８に示すグリーストラップ３１、３６を備えた油脂分除去システム
の例としては、特開平９－２３５７７６号、特開平７－２８４７６７号等の公報がある。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
従来提案されているものには、何れもグリーストラップ内に油脂分を流してしまうもので
あった為、長年使用したり、水を多量に流したり、或いは洗剤を多量に使ったりするとグ
リーストラップのもつ使命を果せなくなり、汚れ、臭いを発生し周囲環境を汚染すること
は勿論、下水道管（下水道でない場合には浄化槽、或いは河川であったりする）までも汚
染してしまうと言う問題があつた。
尚、従来の方式では油脂分をリサイクルに回すと言うことは全く考えられていないもので
あった。
又、油脂分除去手段としてグリーストラップのみに頼っていたのでは、下水道に排水され
る水の浄化と言う点も不十分であった。
更に、周囲温度が変動する冬場においては油脂分の粘度が極端に下がりポンプ等に依る自
動回収も出来ないと言う問題があった。
【０００４】
【課題を解決するための手段】
　本発明は前記課題を解決する為なされたものである。即ち厨房内の洗浄槽（シンク）と

油脂専用の洗浄槽 グリーストラップ（阻集器）
温度管理された油脂分離槽と 脂分

離槽内上方に溜 る油脂分を吸着作用により除去する手段とを有する油脂分除去装置

ようにしたものである 従ってグリーストラップに従来の如く、
多量の油脂分が流れ込むことがないので該グリーストラップは常にその機能を果たすこと
が出来ることは勿論油脂分の処置効率の良い油脂分除去システムを提供するものである。
例えば、吸着マットの場合の処理にしても水を含まない為焼却効率が上がるものである。
【０００５】
又、油脂専用の洗浄槽には液状の残飯（ラーメンのスープ、たれ等）の他食器調理器具の
汚れを落した排水を流し、グリーストラップに連結された厨房内洗浄槽には、上記油脂専
用の洗浄槽で洗った後の食器調理器具の浸けおき水等の油脂分を比較的含まない排水を流
すようにすると共に、上記油脂専用の洗浄槽内の排水は油脂分除去装置及びグリーストラ
ップを経由して下水道等に流すようにしたものであるからグリーストラップを油脂を含ん
だ水が流れることが少なくなり、従来の如く頻繁にグリーストラップを人力等により清掃
しなくとも済むものである。
【０００６】
　又、分離槽の水温を制御する温度制御手段と、駆動されるベルトで分離槽上面に溜まる
油脂分を汲み揚げるオイルスキマーと、厨房内の洗浄槽とは別の

油脂専用の洗浄槽と、
オイルスキマーで捕獲した油脂を溜めるオイルタン り成る油脂分除去装置

としたものであるから、この油脂分除去装置を厨房内に設置し、油脂分を多く含むスープ
等を厨房の洗浄槽に流さないで油脂専用の洗浄槽を利用することにより、効率よく油脂を
回収できる他、グリーストラップの汚れ、ひいては河川の汚染をきたさないものである。
【０００７】
　更に、分離槽内に温度管理された第２の分離槽を作ると共に、この第２の分離槽上面に
溜まる油脂分をモータ より駆動されるベルトで油脂分のみを汲み揚げるオイルスキマ
ーを設け、且つ分離槽の排水口近くには、二重管を利用して油脂を分離する補助分離器を
設け、更に該分離槽上部に厨房の洗浄槽（シンク）とは別の油脂専用洗浄槽を設け、この
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油脂専用の洗浄槽からの排水を第２分離槽下部に導くようにしたものであるから、油脂専
用洗浄槽に投入された油脂分の大半はオイルスキマーに捕獲され、グリーストラップに油
脂分が流れることがないものである。
【０００８】
【発明の実施の形態】
以下本発明の詳細を図１～図６に示す一実施例で説明する。
図１は本発明の油脂分除去装置を含んだ油脂除去システムを説明する図，図２は図１中の
油脂分除去装置の外観斜視説明図、図３は図２のＡ－Ａ断面相当説明図、図４は油脂専用
の洗浄槽と第２の分離槽との位置関係を示す図、図５は本発明の油脂分除去装置がもつ処
理槽に補助分離器を取付けた状態を示す図、図６は補助分離器及び吸油マットでの油脂回
収を説明する図である。
先ず、図１に於いて、本発明を備えた油脂除去システム（全体構成）を説明すると、１は
厨房内に設置された油脂専用の洗浄槽（シンク）、この洗浄槽（シンク）１にはラーメン
のスープ、普通のスープ、たれ、ドレッシング等の液状残飯が流される。勿論この油脂専
用の洗浄槽（シンク）１にも図に示していないが固形物を下流に流さない為のスノコ（フ
ィルター）が設けられている。
２は油脂分除去装置、この油脂分除去装置２には、先の油脂専用の洗浄槽（シンク）１に
流された液状の残飯が、配管（後述するダクト１５）を経由して流れ込む、この油脂分除
去装置２には先の液状の残飯の他、食器、調理器具の汚れを落とした油脂を含む排水も油
脂専用の洗浄槽を経てダクト１５を経由して流れ込む、５は厨房内の洗浄槽（シンク）、
この洗浄槽５には食器、調理器具の浸けおき水、食器洗浄機の排水、野菜の洗い水等、油
脂を含まない排水が投入され配管６を経由してグリーストラップ（阻集器）７に送り込ま
れる、このグリーストラップ７は一般的に採用されているもので、油脂分以外を下水道８
に流し、油脂分をグリーストラップ７内に溜め置くものである。
先に説明した油脂分除去装置２で油脂が取り除かれた排水は配管６の途中、換言すると洗
浄槽５の後でグリーストラップ７の前に配管３をもって導入されるものである。
又、油脂分除去装置２と油脂専用の洗浄槽１は一体的に作られ、通常状態は厨房の洗浄槽
５と併設される。
このようにすることにより、中華料理店で働く人たちは、通常作業として油脂分を含む液
状残飯は油脂専用の洗浄槽１に、油脂分を含まない排水は洗浄槽５にとそれぞれ選択して
排水することが出来るものである。
上述の如く、油脂分を含む液状残飯は、油脂分除去装置２を経由し、既存のグリーストラ
ップ等を経由して下水道に排水される。これにより下水道は従来の如く、汚染することが
ないことは勿論、グリーストラップ自体の清掃頻度を大幅に減らすことが出来るものであ
る。
【０００９】
次に図２を用いて本発明が具備せる油脂分除去装置２の全体構成を説明すると、この油脂
分除去装置２は厨房に設置されるのが好ましいが特に厨房外（建屋外）であっても支障は
ない。
又、この油脂分除去装置２の高さは厨房内の洗浄槽位の高さ（８００～１０００ミリ）に
作られているものである。９は油脂専用の洗浄槽、この油脂専用の洗浄槽９は液状残飯及
び食器、調理器具の汚れ洗浄に使われる。換言すれと、油脂専用の洗浄槽（シンク相当）
である。１０はオイルスキマーで後述する分離槽１１内に溜まる油脂を駆動する金属ベル
トに油脂を付着（疎水相互作用による吸着）させ、分離槽１１より汲み揚げる。１２はオ
イルタンクで先のオイルスキマー１０で汲み揚げた油脂を一次ストックして置く所である
。このオイルタンク１２に溜まる油脂は水分を含まないものであるから十分リサイクルに
耐えるものである。１１は分離槽であるがこのものの詳細について以下図３，図４をもっ
て説明する。
図に於いて、９は油脂専用の洗浄槽、この洗浄槽９には先にも説明した如く、液状残飯等
が投入される他，油脂で汚れた食器類１３が投入され、ここで洗浄される。投入された液
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状残飯或いは洗浄後の油脂を含んだ水は排水口９ａより、図４に示す如く、分離槽１１を
区画して作る第２の分離槽１４の１４ａに設けられたダクト１５を経由して吐出口１６よ
り第２の分離槽１４内に取り込まれる、この第２の分離槽１４は図４にも示す如く、分離
槽１１とは独立しており、分離槽１１内に着脱自在に組み込まれているものである。これ
に伴い油脂専用の洗浄槽９も勿論着脱自在の組み込み式である。
【００１０】
図３に戻って、２２はガイド板で吐出口１６より第２の分離槽１４に入り、ここで液状残
飯の油脂は上方に、水は下方に導びかる。１０は油脂分を吸着作用により除去する手段の
内の一つであるオイルスキマー、このオイルスキマー１０は駆動モーター１７により駆動
される。例えば薄板ステンレス製ベルト１８を図に示す如く回転し、油脂分をベルトとの
疎水性相互作用等の吸着作用を利用し、上部に汲み揚げるものである。
従って、ベルト１８の下端は油脂が溜る第２の分離槽１４上方に浸漬している、このベル
ト１８にて汲み揚げられた油脂は剥離板１９によりベルト１８より剥離され、補助分離タ
ンク２０を経由し、オイルタンク１２に導かれるものである。
尚、剥離板１９ａはベルト１８に付着した油脂が駆動モーター１７部に至る前で剥離する
ように設けられているものである。
又、上記補助分離タンク２０の役目は、オイルタンク１２に油脂分のみを流し水等を含む
、不純物を分離槽１４に戻す役目を果たす。即ち、この補助分離タンク２０には図に示す
如く二重管分離装置が組み込まれており、下部に溜まる水等の不純物が矢印の如く分離槽
１４に戻されるものである。又、油脂分の吸着作用により除去する手段として吸着マット
（図示せず）を、このオイルスキマーに代えて使うことも出来る。
２１は第２の分離槽内１４を加熱し、この第２の分離槽１４内に有る油脂の固形化（低粘
度化）を防止する加熱ヒーターである。鉱物油等と異なり、動植物性の油は低温になると
低粘度化することは良く知られている。本発明の油脂分除去装置の特徴とする所の一つは
、加熱手段を設け吸油マット（図示せず）若しくはオイルスキマー１０を用いて分離槽よ
り油脂を吸着或いは汲み揚げることが低温度にある油脂分に於いても可能としたものであ
る。尚、効率の良い吸着等行うためには加熱手段の温度を５０℃以上に維持すると良い。
この温度管理の面からも先の第２の分離槽１４を分離槽１１と区画して容積を小さくして
おくことが、省電力等を考えるとき有利である。
又、上記過熱ヒーター２１は当然温度制御部２１ａ有し、常に最適状態で第２の分離槽１
４の温度を制御している。
従って、冬期などの如く周囲温度が動植物性油の低粘度若しくは固化温度になろうとも槽
内では該油が低粘度化したり固化することはないものである。これは本油脂分除去装置２
を建屋外に置いた時にもいえることである。
【００１１】
２３は分離槽１１側に設けられた二重管の補助分離器である。この補助分離器２３は図５
、図６に示す如く、分離器１１の底部に突設し、外側管２３ａは油脂面２４ａより上方に
突出し、内側管２３ｂは水面２４ｂと同等に設定されている。そして図６に示す如く、外
側管２３ａには排水面２４ｂより下方に水取入れ口２５が設けられている。水は内側管２
３ｂ上端より内部に取り込むものである。尚、図中２６は吸油マット、この吸油マット２
６は、分離槽１４で捕獲されず補助分離器２３迄達した油脂を最終的に処分するものであ
る。この給油マット２６は，使わない場合にはこの部分の油脂を定期的に人力をもって除
去すると、本装置を長期にわたり効率良く活用出来るものである。
図３に戻って、２７は上記補助分離器２３にて分離された水を図１で説明したグリースト
ラップ（阻集器）に導く配管である。
このように本油脂分除去装置２の排水は直接下水道に排水されるものでなく既存のグリー
ストラップ７（図１参照）に排水されるのが特徴である。
２８は分離槽１１の底部に設けられた清掃用排水キャップ、槽内洗浄時には、この清掃用
排水キャップ２８を外し、分離槽１１内の水を全て槽外に排出した後、分離槽１１に組み
込まれている油脂専用の洗浄槽９、オイルスキマー１０、オイルタンク１２、第２分離槽
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１４、加熱ヒーター２１等をそれぞれ順次取り外し洗浄するものである。
【００１２】
次にかかる構成を有する油脂分除去装置２内の油脂除去工程を図３を用いて説明すると、
先ず油脂専用の洗浄槽９に投入され、油脂は矢印▲１▼の如く排水口９ａを通り、第２分
離槽１４に設けられたダクト１５を経由して矢印▲２▼の如く吐出口１６より第２の分離
槽１４内に投入される。
第２分離槽１４内に入った油脂を含む排水はガイド板２２により水と油脂に分けられ水は
矢印▲３▼の如く、油脂は矢印▲４▼の如く比重差で分離槽１４上方に浮き上がる、この
矢印▲４▼により浮き上がった油脂はもともと第２分離槽１４が加熱ヒーター２１により
加熱されていることもあって低粘度化（固形化）することなく適度な粘度を保って表面に
浮いている。
この表面に浮いている油脂は、オイルスキマー１０等により汲み揚げられる。汲み揚げら
れた油脂は補助分離タンク２０を経てオイルタンク１２に溜められリサイクルに廻される
。
一方、油脂分が除去された水は矢印▲５▼の如く、ガイド板２２の底部を通って矢印▲６
▼部に至り、更には矢印▲７▼の如く第２の分離槽１４より分離槽１１に至る、分離槽１
１に至った排水の内、油脂分（オイルスキマー１０で取りきれなかった油脂分）は、比重
差により上方に浮き吸油マット２６に吸着される。
油脂を含まない水は、二重管より成る補助分離器２３に矢印▲８▼、▲９▼の如く入り内
側管２３ｂ上端より配管２７側に入りグリーストラップ７（図１参照）に導かれる。
このように油脂分除去装置２をグリーストラップ７の前に設置することにより該グリース
トラップ７の汚染等を押さえることが出来るものである。
又、本油脂分除去装置２に示す如くキャスター２９を備えているものであるから厨房内は
勿論建屋外の移動も容易に行えるものである。換言すると、本油脂分除去装置はお店等で
使い易い所に移動して使うことが出来ると言うことである。
【００１３】
【発明の効果】
本発明は以上説明した如きシステム、装置を提供するものであるから下水道等の汚れを防
止出来、油脂は回収してリサイクルに回せる等多大な効果を提供出来るものである。
特に、従来長期使用に耐えられなかったグリーストラップの機能低下が防止出来、周囲温
度に関係なく油脂を回収出来、二重、三重の油脂除去機能で下水道に流れる排水の浄化を
一段と向上させる等の効果を有するものである。
【図面の簡単な説明】
【図１】図１は本発明の油脂除去装置を含んだ油脂除去システムを説明する図
【図２】図２は図１中の油脂除去装置の外観斜視説明図
【図３】図３は図２のＡ－Ａ断面相当説明図
【図４】　　　　図４は油脂専用の洗浄槽と第２の分離槽の配置関係を示す図
【図５】図５は発明の油脂除去装置がもつ処理槽に補助分離器を取付けた状態を示す図
【図６】図６は補助分離器及び吸油マットでの油脂回収を説明する図
【図７】図７は従来の油脂除去システムをイラスト入りで説明した図
【図８】図８は図７とは異なるグリーストラップ（阻集器）を用いた油脂除去システムを
説明する図である。
【符号の説明】
１　　　油脂専用の洗浄槽
２　　　油脂分除去装置
３　　　配管
５　　　洗浄槽
６　　　配管
７　　　グリーストラップ
８　　　下水道
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９　　　油脂専用の洗浄槽
９ａ　　排水口
１０　　オイルスキマー
１１　　分離槽
１２　　オイルタンク
１３　　食器類
１４　　第２の分離槽
１４ａ　外壁面
１５　　ダクト
１６　　吐出口
１７　　駆動モーター
１８　　ベルト
１９　　剥離板
１９ａ　第２の剥離板
２０　　補助タンク
２１　　加熱ヒーター
２１ａ　温度制御部
２２　　ガイド板
２３　　補助分離器
２３ａ　外側管
２３ｂ　内側管
２４ａ　油脂面
２４ｂ　排水面
２５　　水取入れ口
２６　　吸油マット
２７　　配管
２８　　清掃用排水キャップ
２９　　キャスター
３０　　洗浄槽（シンク）
３１　　グリーストラップ
３２　　配管
３３　　蓋
３４　　配管
３５　　洗浄槽（シンク）
３６　　グリーストラップ
３７　　分離槽
３８　　導管
３９　　入口
４０　　フィルター
４１　　排水口
４２　　ポンプ
４３　　油脂回収部
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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